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　　アジア州の様子　次の地図の にあてはまる語句を答えなさい。

　　東アジア・東南アジア　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　1970年代から工業化を進めた韓
かん

国
こく

は，台
たい

湾
わん

，ホンコン，シンガポールとともに とよばれる。

 

⑵　中国は，人口の約９割を占める ① と，55の ② からなる多民族国家である。

 ①〔 〕　②〔 〕

⑶　世界最多の人口をかかえる中国は， により人口増加を抑制してきた。 

⑷　中国では，外国企
き

業
ぎょう

を受け入れるために沿
えん

海
かい

部
ぶ

に５つの が設置された。 

⑸　世界の工業生産で大きな割合を占めるようになった中国は「 」とよばれる。 

⑹　東アジアの南部や東南アジアでは，高温多雨の気候をいかして， を中心とした農業が行われている。

 

⑺　インドシナ半島では ① 教，フィリピンなどでは ② 教，マレーシアやインドネシアなどでは ③

教の信
しん

仰
こう

がさかんである。 ①〔 〕　②〔 〕　③〔 〕

⑻　東南アジアでは植民地時代，天然ゴムなどを大規模に栽培する が開かれた。 

⑼　東南アジアの10か国は，経済・社会・文化・政治・安全保障などで協力し合う組織として，東南アジア諸

国連合（ ）をつくっている。 

　　南アジア・西アジア・中央アジア　次の問いに答えなさい。

⑴　インドの国民の約８割が信仰している宗教は何か。 

⑵　1990年代の経済の自由化により，インドで急成長した産業は何か。 

⑶　西アジアから中央アジアにかけての国々の国民の多くが信仰している宗教は何か。 

⑷　西アジアの産油国が中心となって，石油の生産調整などを行っている組織は何か。 

⑸　中央アジアの国々などで産出される，世界的に埋
まい

蔵
ぞう

量
りょう

が少なく，先
せん

端
たん

技術（ハイテク）産業の製品の製造に

欠かせない鉱産資源を何というか。　 

1

世界有数の国

2

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

3
〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

講座第 2 アジア州，ヨーロッパ州
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　　ヨーロッパ州の様子　次の地図の にあてはまる語句を答えなさい。

　　ヨーロッパ州の自然・文化　次の文中の にあてはまる語句を答えなさい。

⑴　ヨーロッパの南部は，夏は高温で乾
かん

燥
そう

し，冬は温暖で雨が多い 気候である。 

⑵　ヨーロッパの西部は北
きた

大
たい

西
せい

洋
よう

海流と偏
へん

西
せい

風
ふう

の影
えい

響
きょう

で，高
こう

緯
い

度
ど

のわりには温和な 気候である。

 

⑶　ヨーロッパの南部には ① 系諸民族が多く，キリスト教は ② を信仰する人が多い。

 ①〔 〕　②〔 〕

⑷　ヨーロッパの北部には ① 系諸民族が多く，キリスト教は ② を信仰する人が多い。

 ①〔 〕　②〔 〕

⑸　ヨーロッパの東部には ① 系諸民族が多く，キリスト教は ② を信仰する人が多い。

 ①〔 〕　②〔 〕

　　ヨーロッパ州の農業　右の地図中の①～③の地域で行われている農業をそ

れぞれ何というか。

①　穀物・飼料作物の栽培と牧畜を組み合わせた農業。 

②　夏に乾燥に強いオリーブ，ぶどうなどを栽培し，雨の多い冬に小麦を栽培

する農業。 

③　乳牛を飼育し，乳製品を生産する農業。 

　　ヨーロッパ連合（ＥＵ）・ロシア連
れん

邦
ぽう

　次の問いに答えなさい。

⑴　ヨーロッパの国々が協力してアメリカ合衆国などの大国に経済的に対抗するなどのため，1967年に６か国

が結成した，ヨーロッパ連合（ＥＵ）の前身となる組織を何というか。 

⑵　ＥＵの共通通貨を何というか。 

⑶　フランス，ドイツなどの国々が共同開発している輸送用機械は何か。 

⑷　ＥＵの海の玄関となっているオランダの港を何というか。 

⑸　ＥＵ加盟国のそれぞれの経済状
じょう

況
きょう

の違いなどからおこっている問題は何か。 

⑹　ヨーロッパ州とアジア州にまたがり，世界最大の面積をほこる国はどこか。 

4

5
〔 〕

〔 〕

6

〔 〕

〔 〕

〔 〕

7

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕

〔 〕
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　　右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　右下のグラフの①～③は，地

図中のａ～ｃのいずれかの都市

の雨温図である。③のグラフに

あてはまる都市をａ～ｃから選

び，記号で答えなさい。また，

選んだ都市の近くで見られるも

のを次から選び，記号で答えな

さい。　

ア　タイガ　　　イ　オアシス

ウ　デルタ　　　エ　ツンドラ

⑵　地図中の①・②の地域で栽培

がさかんな穀物は何か。それぞ

れ答えなさい。

⑶　右のⅠのグラフの①・②は，

ある鉱産資源の国別産出量割合

を示している。あてはまる鉱産

資源を次からそれぞれ選び，記

号で答えなさい。

ア　石炭　　　イ　すず鉱

ウ　石油　　　エ　銅鉱

オ　鉄鉱石

⑷　右のⅡのグラフは，ある国の輸出品目の変化を示している。あてはまる国を

地図中のア～エから選び，記号と国名を答えなさい。

⑸　右の表は，地図中のＡ～Ｄの国に関する統計

である。Ａ・Ｂにあてはまるものを表中のア～

エからそれぞれ選び，記号で答えなさい。

⑹　地図中のシンガポールは，早くから工業化に

成功したことから，地図中のＡなどとともにア

ジア ① に数えられており，東南アジアの地域統合組織である ② の加盟

国でもある。また，地図中のＢ・Ｃの国は経済成長が著しく，ブラジル，ロシ

ア連
れん

邦
ぽう

，南アフリカ共和国とともに ③ とよばれている。 ①～③にあ

てはまる略称を，それぞれアルファベットで答えなさい。

⑺　地図中のＸ・Ｙの国に共通して，最も信
しん

仰
こう

する人が多い宗教は何か。また，

その宗教の聖地メッカはＸ・Ｙのどちらにあるか。正しい組み合わせを次から

選び，記号で答えなさい。　

ア　キリスト教・Ｘ　　　イ　キリスト教・Ｙ　　　　

ウ　イスラム教・Ｘ　　　エ　イスラム教・Ｙ

1

1980年

2019年

①

②

中国 54.4％ 8.1

12.315.1％

インド
10.7

ロシア連邦
13.7 5.5 イラク 5.4

6.0 その他 15.5

その他 48.0

5.3

インドネシア ロシア連邦

オーストラリアサウジアラビアアメリカ合衆国

（2021/22年版「日本国勢図会」他）

Ⅰ　鉱産資源の国別産出量割合

Ⅱ　ある国の輸出品目の変化
米 14.7％ 6.0

4.6 3.4

野菜
11.5

すず
8.5

天然ゴム
9.3

機械類 29.1％ 自動車
11.2

ゴム製品 3.4プラスチック
その他 50.0

その他 48.3

機械類

金（非貨幣用）

カナダ

　人口
（万人）

面積
（万km2）

輸出額
（億ドル）

ア 138000 329 3233
イ 1878 273 577
ウ 5127 10 5422
エ 143932 960 24986

（2019年）　＊2020年
（2021/22年版「日本国勢図会」他）

＊

STEP 問 題

1

⑴

⑵
①

②

⑶
①

②

⑷

記
号

国
名

⑸
Ａ

Ｂ

⑹

①

②

③

⑺

ａ～ｃ

ア～エ
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　　右の地図を見て，次の問いに答えなさい。

⑴　地図中のＸ・Ｙは，複数の国

を流れ，それらの国々が自由に

航行できるように取り決めた河

川である。このような河川を何

というか。

⑵　右下のグラフのア～ウは，地

図中のａ～ｃのいずれかの都市

の雨温図である。ａの都市にあ

てはまるグラフをア～ウから選

び，記号で答えなさい。また，

ａの都市の気候は，温帯のうち

の何という気候か。

⑶　右のⅠの表は，地図中のＡ～

Ｃの国に関する統計である。Ｃ

の国にあてはまるものを，表中

のア～ウから選び，記号で答えなさい。また，Ｃの国

などで行われている，夏にオリーブなどを栽培し，冬

の降水を利用して小麦をつくる農業を何というか。

⑷　地図中のＺの輸送設備を使って送られるものを次か

ら選び，記号で答えなさい。

ア　水　　　イ　石油　　　ウ　とうもろこし　　　エ　ワイン

⑸　右のⅡの表は，ＥＵの加盟国である地図中のあ～え

の国に関する統計である。Ⅱの表について，次の問い

に答えなさい。

①　人口１人あたりの国民総所得が最も多い国と，最

も少ない国をあ～えからそれぞれ選び，記号で答え

なさい。

②　Ⅱの表からわかるように，加盟国間の経済 が大きいことが，ＥＵの

問題点となっている。 にあてはまる語句を次から選び，記号で答えな

さい。

ア　成長　　　イ　発展　　　ウ　特区　　　エ　格差

⑹　次の①～③にあてはまる国を地図中のア～ウからそれぞれ選び，記号で答え

なさい。　

①　永世中立を宣言しており，ＥＵには加盟していない。

②　スラブ系の国民が多く，その大半はカトリックを信仰している。

③　18世紀後半に他国に先がけて産業革命がおこり，近代工業が発達した。

⑺　地図中に示した は，人の流れを表している。これにあてはまるものを

次から選び，記号で答えなさい。　

ア　労働者　　　イ　留学生　　　ウ　観光客　　　エ　大企業の駐在員

2

Ⅰ　農産物の生産
小麦
（万ｔ）

オリーブ
（千ｔ）

ア 348 －
イ 604 5965
ウ 4060 24

（2019年） （ＦＡＯＳＴＡＴ）

Ⅱ
人口
（万人）

国民総所得
（億ドル）

あ 1714 9232
い 8378 40600
う 6046 21076
え 546 1043

（人口は2020年，国民総所得は
2018年）
（2020/21年版「世界国勢図会」）

2

⑴

⑵

記
号

気
候
名

⑶

記
号

農
業

⑷

⑸
①

多
い
国
少
な
い
国

②

⑹

①

②

③

⑺


